
5．金融商品の時価等について

(１)金融商品の状況に関する事項

(２)金融商品の時価等に関する事項

(単位：円)

貸借対照表計上額

① 11,986,251,906 

△ 676,052,445 

11,310,199,461 

② 長期性預金 44,000,000,000

（注）金銭債権及び満期がある有価証券の決算日後の償還予定額 (単位：円)

1年以内

① 155,100,000

② 0

（３）金融商品の時価のレベルごとの内訳等に関する事項

①時価をもって貸借対照表計上額とする金融資産

当年度は、時価をもって貸借対照表計上額とする金融資産を計上していないため、記載を省略しております。

②時価をもって貸借対照表計上額としない金融資産

(単位：円)

レベル１

0

長期性預金 0

　　開発委託金回収債権

長期性預金

　 当法人は、資金運用については短期的な預金及び譲渡性預金、公社債等に限定しております。 開発委託金回収債権等に係る信用リスクは、
債権管理規程等に沿ってリスク低減を図っております。

区分

開発委託金回収債権

貸倒引当金

区分

　金融商品の時価を、時価の算定に用いたインプットの観察可能性及び重要性に応じて、以下の三つのレベルに分類しております。
　  レベル１の時価： 同一の資産又は負債の活発な市場における（無調整の）相場価格により算定した時価
　  レベル２の時価： レベル１のインプット以外の直接又は間接的に観察可能なインプットを用いて算定した時価
　  レベル３の時価： 重要な観察できないインプットを使用して算定した時価
　時価の算定に重要な影響を与えるインプットを複数使用している場合には、それらのインプットがそれぞれ属するレベルのうち、時価の算定にお
ける優先順位が最も低いレベルに時価を分類しております。

　長期性預金は、利率が固定されているデリバティブ内蔵型預金（マルチコーラブル預金）であり、その時価は入手できる最新の預金金利で割り
引いて算出した価額及び取引金融機関から提示された価格を用いて算出しており、レベル２の時価に分類しております。

  開発委託金回収債権については無利息であることから、債権区分ごとに時価を算出しております。一般債権については、リスク・フリーに近い市
場利子率である国債流通利回りを基礎とする割引率により、当該債権の割引現在価値を算出しておりレベル２の時価に分類しております。
　また、貸倒懸念債権等特定の債権については、担保及び保証による回収見込額等に基づいて貸倒見積高を算定しているため、時価は決算日
における貸借対照表価額から現在の貸倒見積高を控除した金額に近似しており、当該価額をもって時価としていることから、レベル２の時価に分
類しております。

長期性預金

△ 1,168,237,847

△ 855,583,403

1年越5年以内 5年越10年以内

8,595,086,340

開発委託金回収債権

43,144,416,597 0 43,144,416,597

時価

時価

10,141,961,614

43,144,416,597

レベル２ レベル３ 合計

10,141,961,614 642,019,749 10,783,981,363

558,563,219

44,000,000,000 0 0

2,035,482,598開発委託金回収債権

  期末日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。預金、未収金、未払金は短期間で決済されるた
め時価が帳簿価額に近似することから、注記を省略しております。

差額

10年越え


